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蝿箒用シンチレーション・カウンターについて　（序報）1

ユ）　シンチレーション。カウンターはγ線に対してi効

率が高いので，探鉱用としてもガイガー計数管を用いた

装置に代つて広く用いられるようになつてきた。地質調

査所では昭和29年度に携帯用シンチレーション・カウ

ソター㊧代表的製品の1っであるCanadian　Aviation

Electronics：Ltd．製Mode1963Scintillometerを輸入

したので，この器械を中心として携帯用シγチレゥショ

ン・ヵウンターにっいて簡単に報告する。
？
2
） Model963Scintillometer　g仕様は下記の通り

である。

　　1。結晶’Na　I（T1）1”×1”×3／4”

　IL’増倍光電管　Du　Mont6292
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る。そのほか，高圧電源は乾電池でなく弛張発振器によ

つて生ずる交流を昇圧整流Lてコロナ放電管で安定化し

て供給している。『

　3）放射能測定においては原則として全測定計数が大』

きいほど精度がよ炉。したがりてシンチレーション・爵

ウンターでは，ガイガー計数管に較べて高い精度と能率

とで測定できるはずである。いま時定数τsec．のレー

トメー穿一によつて，平衡に達してからt　min．間にo

回測定したときの平均強度n　cpmの分散σは

　　　　σ＝ゾn／（t＋ひノ30）＋5．47V／距

である。▼Model963の’ような簡単な装置では，零点の

移動やcalibrationの精度によつて制限され，またMo－

de1963では特に’放射能強度の強くない所でも『1，000一

　　　　　～2，000cpm位の計数になるから，2～3

／
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第1図　シンチロメーターのブロツクダイアグラム

　　　　』3，000（×10）おタび0－30，000（×100）cps

　　　　ii）・時定数　2および8sec．

　　IV．　Controls　i）OFF－ON2sec－8sec，×1一×　’

　　　　10一×100－ZERO　CHECK，ZERO　CHECK，

　　　　CALIBRATION　CONTRO：L

　　V．電源（乾電池）1．5V（UM－1型）×3，22．5V

　　　　（BLV型）×5，840V×1

　　VI．　外形寸法　　糸勺　23×9×20cm

　VII．重量　71bs
　VIII．附属品　標準放射線源・携帯用布袋

　回路のブ官ックダイアグラムを第1図に示した6Mぴ、

娘el963は合…衆国地質調査所および原子力委員会で設計

した’ものと星おもな部分にっいては同様である1）。合衆

国で使われているものはレートメーターの目盛がmγ／hr

で表わしてあり，時定数が2および10sec．である。ま

た結晶は11／4（dia．）×1”ないしそれ以上のものが

使われており，結晶の大きさによってRCAまたはDu

Montの12段の増倍光電管の適当なものが使われてい・

分以上測定する必要はないと考えられる。

しかし，平均値の誤差を小さくするよう

に・10回程度の測定をして平均値を求める

必要があると、思われる。　したがつて，時

定数を8s6c．として15～10sec．おぎに

10回測定する場合，すなわち，t＝2・1／4

および1・1／2，τ；8sec；およびひ＝10

とした場合について，σおよび危険率1％
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第2図　シンチロメーターの誤差
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第3図　シンチ戸メーターの零点移動と指度変動
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6b誤差（2．57σ）を第2図に示した。

　誤差としてはこのほか零点の移動と指度の電源電圧に

よる移動が考えられる。第3図はその実例であって，零

点の移動が相当大きい。この実例は相当長期間使用しな

、いでおいた後測定した場合であつて，連緯的に傳用して

いる場合には大ぎな移動はないかも知れないgなお，『測

定は15sec．おきに10回行つて平均窟を求めた。

　Mode1963のcalibrationは標準試料を12ノろ（33cm）
’
の
距
離 k置いたとき　100cウs になるようにSch■hidt

trigger　circuitのbiasを調整する。実際には厳密に

100cpsにすることは困難であり，calib卑tionを行う

場所の自然計数にもよるから，標準試料を一定の位置で

測定した値によつて測定値を補正する方が合理的である

ように思われる。しかし，このblasの変化は入力感度

にもある程度の影響を与え，し準がつて，測定する最低

エネルギー一が変わることになる。シンチレーション・カ・

ウンターぞは低いエネルギrのγ線に対する感度がよい

∂Dで，このcalibratiohの方式には多くの問題を含んで

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　このほか指度の直線性と各測定・卑nge間の指度の一

致が必要である。指度あ直線性についてはまだ調べてい

ないが，Schmidt　trigger　circuitの時定数がそれほど

短かくはないので，・counting　rateの高い所では，数え

落しによつて直線性が悪くなる。第4図には標準試料

をいろいろの位置に置いて調べたrange×1とrange

×10との関係が示してあり．，大体両rangeの読みは一

致しているとみてよいと思われる。この場合，時定数は

8sec．で15秒おきに10回測定して平均値を求めた。
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第4図　、シンチロメーターのレインジ閥の関係
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　時定数を変えだとき指度が変わるかどうかについて

は，充分な資料がないので省略する。

　このように統計的変動による誤差以外の誤差がいろい

ろあるので，精度は一般に±10％程度であると考えられ

る。

　4）ガイガー計数管で測定した強度とMode1963に

よる強度との比較は，最も興味のある問題である。第5

図ほ科研GBLIT型γ線用計数管を地表に水平に置いた

ときの，野外における放射能強度と，Mode1963を地
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第5図　ジンチロメーターとガイガー計数管との比較
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蓑に置いたときの強度≧の比較であつて，福島県石川地

区において測定したものである。両者の関係はほ父直線

的とみられるので，すべての測定がかりに等精度として

最小自乗法によつて，’GBLIT型γ線用計数管（陰極長．

さ120mln，直径25mm）を水平に置いたときの強度

G　cpm，とMopel963による強度S　cpmとの関係を

求めると

　　　　G＝S／23十34．　　　　（1）

となる。『シンチレーシゴン・カウンターも宇宙線に感じ

るが・』γ伽こ対する感度が非常匹よいので・宇宙線によ

る計数を無視でぎると考えると，求められた直線（1）が

G軸をきる値34cpmは，GBLIT型の宇宙線による計
数値であると考えられる。直線（1）に対する測定値の分

散から計算したこの値の確率誤差は，約±3cpmであ

つて，qBLIT型を水平に置き5cmの錯で遮蔽したと

き⑳値31cpm，および野外に．おける強度とその地点に

おいて採取した試料のβ線強度との関係から求めた試料

強度αに対応する野外の強度，約40cpmと較べて妥

当であると思われる。しかし，これらの値の多少の不一

致については，検討を要する多くの間題を含んでいる。

　野外における放射能強度の分布を表現する場合に，

各測点の計数を適宜に定めた基準点の計数で割つた値
『
（
N単位）が用いられることがある。（1）が常に成立っも

のとして，GBLIT型によるN単位と，Mode1963によ

るN単位とを比較すると，第6図のようになる。ガイガ

ー計数管の場合には，N単位を用いると基準点が同じな

らば計数管の種類が違つても，ほとんど同じ値になる

が，ガイガー計数管とシソチレ旨ション・カウンターと
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第7図　 点霊原ンこ対づ一る…F旨度

を較べると，基準点の強度によつてN単位による値が違

つてくる。いずれにしても，シンチレ」一ション・カゥン

ターの方が強度の比が大きく表わされる。’

　最後に放射線源からの距離と強度との関係について触
’
れ ておこう。第7図は標準試料を床上の種々の位置に置

いて，距離と強度との関係を求めたものであつて，結晶

および標準試料を点とみなして，強度が両者の距離の逆

2乗に比例すると考えて計算した結果と，ほ貸一致する

ことが示されている。

，5）Mode1・963Scinti110meterを中心として，携帯

用シンチレーション・カウンターに関する2，3の問題に

ついて述べた。・この型の羅械は精度は望めないが，能率，

がよく，聾度差がガイガー計数管より大きく表現される

という点で優れ七いる。しかし改良を要する多くの点

を含んでおり，その1つの方向はもつと軽くすることで

あり，もう1つは精度をよくすることである。近い将来

に，ガイガー計数管を用いた装置と同様に上記の2つの

形式に分離していくのではないかと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　く佐野凌一）

　　　　　　　丈　『ロ献

1）Wilson，ε．E．，Rhoden，V．C。，Vaughn，W．
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